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１．はじめに 

平成７年（1995 年）１月 17 日に発生した兵

庫県南部地震（阪神・淡路大震災）を契機に，

活断層に関する詳細な位置情報の整備及び公開

の必要性が高まってきた．国土地理院では，こ

れに応えるため，地震が発生した場合に甚大な

被害が予想される都市域及びその周辺を対象に

「1:25,000 都市圏活断層図」を作成している． 
本図では「活断層」を最近数十万年間に約千

年から数万年の間隔で繰り返し活動してきた跡

が地形に表れているもので，今後も活動を繰り

返すと考えられる断層としている．このうち，

風雨による侵食，堆積や人工的な要因などによ

り改変されているため，活断層の位置を明確に

図示できない区間は破線とし，活動の跡が土砂

の下に埋もれてしまっている区間は点線で図示

している．また，活断層の位置のほか，活断層

に関連する段丘地形・沖積低地・地すべり地形

などの第四紀後期（数十万年前から現在）に形

成された主な地形も図示している．これにより

活断層周辺の地盤状況や，活断層の活動によっ

て地すべりが再活動する可能性のある地域など

防災に役立つ情報を読みとることができる．本

図１枚に図示されている範囲は，国土地理院刊

行の縮尺２万５千分１地形図４枚分相当であ

る．  
本調査は，各機関の活断層研究者で構成する

全国活断層帯情報整備検討委員会において，主

に空中写真（縮尺約１万分の１～４万分の１）

を用いた地形判読により活断層を抽出し，併せ

て既存の各種調査結果も参考にして，詳細な位

置を 1:25,000 地形図上にまとめたものである． 
現在までの整備状況は，平成 16 年度までに

三大都市圏，政令指定都市，県庁所在都市及び

その周辺を中心として 124 面（約 50,000 km2）

が作成され，平成 17 年度以降は，地方主要都

市域周辺部（山間地域を含む）の主要な活断層

について，新たに図示項目を追加し作成されて

きた．平成 24 年 11 月現在，計 156 面（約 62,200 
km2）が整備されている．（下図参照）  

なお，活断層の模式図（逆断層，右横ずれ断

層など），詳しい整備範囲などは，国土地理院の

ホームページに掲載されている（http://www1. 
gsi.go.jp/geowww/bousai/menu.html）．  

都市圏活断層図整備範囲図（平成 24 年 11 月現在）． 

赤枠が図郭．ピンクで塗った枠が能代断層帯の２図葉．  
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２．口絵 

口 絵 １  東 北 地 方 北 部 の 鳥 瞰 図  

数 値 地図 50ｍ メ ッシ ュ （ 標 高 ）を 用 い て 作 成 ． 岡 田篤 正 教 授 （ 立命 館 大 学 ） によ る ．  

口 絵 ２  能 代 平 野 付 近 の 地 勢 図  

数 値 地 図 50ｍ メ ッ シュ （ 標 高 ） を用 い て 作 成 ． 岡 田篤 正 教 授 （ 立命 館 大 学 ） によ る ．  

花輪盆地 

大館盆地 

鷹巣盆地 
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口 絵 ３  能 代 平 野 の 鳥 瞰 図 と 主 な 活 断 層 （ 赤 線 ）  

鳥 瞰 図は 数 値 地 図 50ｍ メ ッ シ ュ（ 標 高 ） を 用 い て 作成 ， 岡 田 篤 正教 授 （ 立 命 館大 学 ） に よ る ． 

 
 口 絵 ４  三 種 町 周 辺 の 地 形 陰 影 図 と 活 断 層   

陰 影 図は 航 空 レ ー ザ測 量 5mDEM を 用 いて 国 土 地 理 院作 成 ．  
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３．能代断層帯周辺の地形・地質・テクトニクス概観

東北地方北部の地形は大局的には南北性の

山脈・盆地（平野）の配列を示す．東より奥

羽山脈，内陸盆地群（花輪盆地，大舘盆地，

鷹巣盆地），出羽丘陵，海岸平野（能代平野，

八郎潟）の地形単元が幅 10～20km の列をな

すように分布している（口絵１）．とくに日

本海側（背弧側）には，標高 100～200m に

揃う出羽丘陵の新第三紀・第四紀堆積岩の褶

曲構造に対応するようにさらに短波長の地形

構造が見られる．これらの新期堆積岩は，日

本海拡大期 (2000 万年～1400 万年前頃 )にお

いて，東北日本弧リフト系（日本海の拡大期

で東北日本弧が東西に伸張し正断層運動によ

って地溝が多くできた時代）の発達に伴って

できた積成盆地に堆積した，厚さ数 km にも

及ぶものである（図１，佐藤・池田，1999）．  
能代平野付近はこの頃はまだ深海部の積成

盆地にあり，正断層運動によって沈降を続け

ていた．中期中新世の頃になると，日本海の

拡大は終焉を迎えるとともに積成盆地は埋積

によって浅海化した．後期中新世には奥羽山

脈が隆起に転じ，陸域が広範囲に広がるよう

にな った （大 沢ほ か ,1984,1985；長 谷・ 平

山 ,1970 など）．鮮新世（400 万年前ごろ）

になると，東北日本弧全体が東西水平方向か

らの圧縮場に転じ，背弧側の厚い新第三紀堆

積物は逆断層の成長に伴う断層関連褶曲変形

を受け，地殻の短縮とともに急速に隆起を開

始した．出羽丘陵の新生代の地層に残された

短波長褶曲（大沢ほか，1984，1985 など）

はこの変形システムによって形成されてきた

断層関連褶曲であり，同時に地殻短縮の結果

丘陵の高度まで隆起したことになる．このよ

うな短縮変形は，それまでの伸張変形とは正

反対の変動であり，正断層を再活用して逆断

層として活動していることから反転テクトニ

クスと呼ばれている（中村，1992）．このよ

うなテクトニクスの大きな転換に伴い，それ

まで沈降域で積成盆地は逆断層運動によって

隆起に転じ，陸域となった．東北日本弧の日

本海側海岸線付近には，能代衝上断層群，北

由利衝上断層群，酒田衝上断層群と呼ばれる

大規模な逆断層システムが地質学的に知られ

ているが，これらは反転テクトニクスによっ

て生まれたものと考えられている（図２，佐

藤・池田，1999）．能代平野が陸域となった

のは，基本的には東傾斜の能代衝上断層群上 

 

 

盤側が逆断層運動とともに隆起してきたこと

による．変動地形として認定される能代断層

帯は，広義には上記の能代衝上断層群が逆断

層システムとして成長することに伴い，地表

の変形を生み出してきたことによるものと理

解される．  
能代平野は北を白神山地に，東を出羽丘陵

に画される台地型海岸平野である．構造的に

は能代平野に連続する八郎潟は沖積低地の様

相となり，地形的特徴が平野の北部と南部で

は大きく違う（口絵２，３）．能代平野の約

７割は更新世中後期の海成段丘・河成段丘群

から構成され，氷河性海面変化と地殻の隆起

の影響を受けて陸化してきたことが知られて

いる（図３：内藤，1977；図４：宮内，1988
など）．平野内縁部に分布する MIS（酸素同

位体ステージ）７期相当の開析扇状地面（大

槻野面）を最高位・最古の地形面として，海

側に向かい海成の畑谷Ⅰ面（MIS5e-1），畑

谷Ⅱ面（MIS5e-2），畑谷Ⅲ面（MIS-5c） ,
河成の水沢面（おそらく MIS2），完新世段

図 １  日 本 海 拡 大 期 の 東 北 日 本 弧 の 古 地 理 図

（ 佐 藤・ 池 田 ， 1999， に 加 筆）  
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図 ２  東 北 日 本 弧 北 部 の 伸 張（ リ フ ト 期 ）と 引 き 続 い て 起 こ っ た 短 縮（ 反 転 テ ク ト ニ ク ス ）の 概

念 図 （ 佐藤 ・ 池 田 ， 1999 に 加 筆 ）  

 

 

丘面・砂丘が分布している（図４）．とくに，

洞爺火山灰（Toya,11.5 万年前）との層位関

係から，火山灰編年学的に畑谷面群の更新世

後期の位置づけがなされている（宮内，1988）．
MIS5e(12.5 万年前 )に対比される畑谷Ⅰ面の

旧汀線高度から知られる平均的な隆起速度は

最大 0.5m/千年である．  
 平野の主部を西流する米代川は，奥羽山脈

から流れ出し南北性の地系列を横断する先行

谷として発達している（口絵３）．西暦 915
年に十和田カルデラの大規模な噴火によって

噴出した火砕流堆積物（毛馬内火砕流堆積物）

が米代川沿いに広範囲に分布し，堆積面とし

てあるいは再堆積の段丘面として河床変動に

大きな影響を与えたことが知られている（内

藤，1966）．この噴火は八郎太郎伝説を生ん

だ現象としても広く知られている．  
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図 ３  能 代 平 野 の 地 形 分 類 図 （ 内 藤 ，1977）  

凡 例  1:沖 積 低 地 ，2:完 新 世 砂 丘， 3:毛 馬 内 面 （ 915 年 十 和 田 カ ルデ ラ 起 源 の 火砕 流 堆 積 物 あ

る い は二 次 堆 積 物），4～12:更 新 世 後 期海 成 段 丘・河 成 段 丘 群，13～ 16:更 新 世 中 期 海成 段 丘 ・

河 成 段丘 群 ， 16:丘陵 ・ 山 地  
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図 ４  能 代 平 野 北 部 の 地 形 分 類 図 （ 宮 内 ， 1988）  

凡 例  1:高 位 面，2:大 槻 野面（ 開析 扇 状 地），3:畑 谷 Ⅰ面 ，4:畑 谷 Ⅱ 面，5:畑 谷 Ⅲ面 ，6:水沢 面 ，

7:完 新世 低 地 ， 8:砂丘 ， 9:旧 汀 線 ，10:旧 汀 線 高 度  

 

４．能代断層帯の概要 

４－１．断層帯の位置・形状  

能代断層帯は，秋田県山本郡八峰町横間を

北端とし，南端は同県南秋田郡五城目町大川

谷地中まで連続し，幅 8km にわたり出現する

断層帯であり，長さは 50km, 走向はほぼ南

北，断層帯の東側（上盤）が相対的に隆起す

る逆断層である（図５，図６）．断層帯は長

短合わせて 10 数条の断層から構成され，全

体として撓曲や褶曲を短波長の波状変形を複

雑に伴っている（図５）．その一部は，既存

の活断層図（活断層研究会， 1980,1991；中

田・今泉，2002）などにも記載されていたが，

今回の調査によって新らたに発見された断層

に加え大きく改訂されたものが多い．とくに

北端部と中央部に多くの活断層が認定されて

いる．これらの逆断層群の存在は，能代断層

帯の上盤が水平短縮を起こし短波長・短間隔

で断層あるいは断層関連褶曲が発生している

ことを示している．なお，地震調査委員会

（2005）は，能代断層帯の長さは約 22km と

して地震の長期評価を行っているが，今回の

結果ではその２倍の長さがあり，とくに八郎

潟東岸に見いだされた活断層や沖合の海底活

断層については再評価を行う必要があろう．  
 能代断層帯を構成する断層の中で，相対的

に連続する主要な断層，あるいは短くても従

来から呼称されていた断層には名称をつけた．

北および西から順に長さと共に記すと，八森

（はちもり）断層（15.5km），畑谷（はたや）

断層（8.5km），高野野（こうやの）断層（4km），

大槻野（おおつきの）断層（3km），能代（の

しろ）断層（20km），盤（いわお）断層（3.5km），

小手萩（こてはぎ）断層（8.5km），久喜沢

（くきさわ）断層（2.5km），鵜川（うかわ）

断層（ 8.5km），横長根（よこながね）断層

（7.5km），志戸橋（しどばし）断層（7.5km），

鹿渡（かど）断層（9km），中村（なかむら）

断層（ 9.5km），五城目（ごじょうめ）断層

（4km）である．最長となる八森断層や能代

断層は能代断層帯の最もフロント（西側）に

位置し，能代平野の西縁を限る連続するもっ

とも大きな活構造と考えられる．両断層の西

側には減傾斜する海成段丘面や大規模砂丘が

認められることから，さらに西側（海域）に

逆断層が存在する可能性がある（北部の八森

沖には，試錐資料（大沢ほか ,1984）なども

参照して長さ 8km の推定活断層を記載した）． 
４－２．断層帯の活動性および活動 履歴  

ボーリングや反射法地震探査に基づく第四

紀後期段丘面や地層の上下変位量などから，

平均変位速度はおよそ明らかにされている．

秋田県 (2001， 2002)や藤本 (2001)によれば，

十和田八戸火砕流堆積物（To-H，約 15,000
年前）のは能代断層の撓曲によって 12～13m
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図 ５  能 代 断 層 帯 と そ の 周 辺 地 域 の 地 形 陰 影 図 ． 基 盤地 図 情 報 の 10mDEM か ら 作 成  

 

の上下変位を受けており（図６），これらか

ら 0.8～0.9m／千年の平均変位速度が求めら

れる．海成段丘の旧汀線高度，とくに 12.5
万年前の畑谷Ⅰ面相当の旧汀線高度（最大

60m）を指標にすると，能代断層帯の上盤側

の平均変位速度は 0.5m／千年となる．一方，

断層を挟んでのボーリング資料によれば，上

部七座凝灰岩部層の落差で 1800m，笹岡層基

底で 750m となる（図６，大沢ほか，1984）

ことから，より長い地質時間での上下平均変

位速度は 0.7m／千年（上下成分）となる．そ

の他の断層の変位速度についても，  10 万年

前後の段丘面で 10～20m 前後の上下変位を

持つ断層が殆どであるので，平均上下変位速

度は，0.1ｍ／千年程度であろう．断層帯全体

としての上下変位速度は，それらを合算して

みると 1m／千年の桁となり，Ａ級の活動性

を持つと考えられる．  
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図 ６  能 代 平 野 北 部 の 地 形 地 質 構 造 断 面 （ 大 沢 ほ か， 1985に加 筆 ）  

 

 

 能代断層についてはブロードな撓曲変形構

造を持つことから，トレンチ調査などによっ

て直接活動履歴を検出することが難しい．こ

のため，秋田県（ 2001,2002）は，八郎潟北

岸において能代断層を横断するように新期の

段丘面の詳細な地形測量やボーリング・ジオ

スライサー調査によって撓曲変形の累積過程

を分析した．その結果，完新世後期（ 6000
年前）以降，少なくとも３回の地震活動が認

められ，最新の活動は歴史記録のある 1694
年能代地震（推定規模 M7.0，宇佐美，2003）
に対比された．能代断層（撓曲帯）の東側に

は 1694 年能代地震時に隆起（陸化）した八

郎潟の湖成段丘面が存在し，高位の段丘ほど

撓曲による上下変位が大きく，変位は累積的

である（図７）．最低位の海成段丘が地震時

の隆起量を示すとすると，一回の地震あたり

の単位上下変位量は少なくとも 2m 程度とな

る（粟田，1985）．同時に実施された反射法

地震探査記録においても，海成段丘の撓曲変

位がピークになる付近において，時間断面で  
0.3 秒より下位は断層構造であるのに対しし

て，上位のＧ層，Ｆ層は断層関連褶曲として

成長している様子がわかる．これらのことか

らも能代断層は，第四紀後期においても継続

的に活動を続けてきたことは明らかである．

一方，同じ断面の西縁には別の断層構造が存

在し，能代断層との間のブロックを撓曲隆起

させている．このブロックは前記したように

砂丘を発達させる海岸低地に相当しており，

沖合海底においても異なる断層が継続的に活

動していることになる．  
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図 ７  米 代 川 南 岸 で の 反 射 法 地 震 探 査 記 録 （ 上 ） と ボ ー リ ン グ 調 査 に 基 づ く 地 下 地 質 （ 下 ）（ 秋 田県 ， 2002）  
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   図 ８  八 郎 潟 北 岸 の 完 新 世 湖 成 段 丘 面 の 高 度 分 布 (A)と 反 射 法 地 震 探 査 記 録(B) 

（ 秋 田県 ， 2001 に加 筆 ）  
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４－３．断層帯の活動様式・断層モ デル・

将来の活動 

 10 数条の構成断層群の中で，活動履歴およ

び活動様式について情報が得られているのは

能代断層だけである．1694 年能代地震時に記

録された on-fault での顕著な地変は森岳図幅

内の断層南端部にあたる八郎潟湖岸の隆起の

みである（粟田，1985）．能代断層中部・北

部，さらに構造的に連蔵する可能性のある八

森断層，内陸部の短間隔逆断層群が一緒に活

動したことを示す顕著な地変は知られていな

い．能代断層帯をひとつの逆断層システムと

してみた場合，構成断層群はどのような関係

にあるのか，正確な理解をするためには，平

野を横断する浅層部から中深度までの物理探

査による詳細な地下構造のイメージングが必

要である．  
 類似の構造を持つ庄内平野東縁断層帯で構

築された逆断層システムの成長過程（池田ほ

か，2002）を参照しながら，能代断層を主断

層とした断層モデルをセットし，断層に傾斜

とすべりを与えて地殻変動を計算してみると，

平野の隆起を中心とする大局的な 12 万年間

の垂直変動量およそ再現するすることができ

る（図９，Soeda,2007）．それ以外の併走す

る短間隔逆断層群は，主断層となる能代断層

の副次的断層として派生したものなのか，独

立した断層なのか，地下情報が欲しいところ

である．これは，個々の断層が主断層の活動

を間接的に表現しているのか，あるいは独自

に活動しているのかを評価する上で重要な課

題である．  
 能代断層帯の将来の活動についてみると，

能代断層は 1694 年に活動をしたと考える場

合，しばらくの間は活動し地震を起こす可能

性は低い (地震調査委員会，2005)．しかし，

主断層のひとつとして考えられる北部の八森

断層についての将来の活動を評価するには活

動履歴の情報がない．合わせてそれらより内

陸部に出現している長短様々の断層群や海域

に推定された断層についても同様に活動履歴

の情報が全くない状態である．主断層とそれ

以外の断層群の連動性やセグメント問題など

課題は山積している．今後の地震防災上の観

点からも，平野下の地下構造探査のみならず

地表近傍での地形地質調査によって個々の断

層の活動履歴を明らかにし，次期直下型地震

の発生予測に関する検討を早急にする必要が

ある．

図 ９  米 代 川 沿 い の 地 殻 変 動 と 能 代

断 層 の 断 層 モ デ ル （ Soeda,  2007）  

A:現 在 の 地 形 断 面(A’:水 準 点 測 量 成

果)，B:12 万年 間 の 隆 起 量，C:地 質 断

面 ，D:断 層 モ デル ）  
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５．「能代」図幅の特徴  

●八森沖の推定活断層（海底，8km） 

図幅北西部の海成段丘(畑谷Ⅰ面)面や完新

世段丘が本来の西傾斜ではなく，減傾斜ある

いは東への逆傾斜を伴うことから，沖合海底

下に東傾斜の逆断層が推定される．この断層

の運動に伴う断層上盤の弾性変形が起こると，

変形隆起のピークの背後には緩やかな傾動が

生じる．このような変形システムから要請さ

れる断層である．八森油田の褶曲構造にも対

応しているので，基本的には断層関連褶曲と

考えられる． 

●八森断層（15.5km）：新称 

基本的に更新世段丘と完新世低地を分ける

ようにほぼ南北に伸びる東傾斜の逆断層であ

る．北部では断層上盤側に逆傾斜を伴う．南

部では完新世低地を通り一部それを覆う海岸

砂丘を変位させていることから，極新期の活

動が推定される． 

●畑谷断層（8.5km）：新称 

八森断層の東に併走するように更新世段丘

面群を変位させながら伸びる東傾斜の逆断層

である．南端の上畑谷付近では断層トレース

が東へ曲がるようになり，上盤側に傾動を伴

う． 

●高野野（こうやの）断層（4km） 

従来から知られている逆向きの低断層崖で

あり，西傾斜の逆断層である．上盤側に傾動

を伴う． 

●大槻野断層（3km）：新称 

大槻野面（開析扇状地でMIS7相当）上に出

現した長さの小さい東傾斜の逆断層である．  
●能代断層（うち北部14km） 

八森断層同様に，本地域の主要活断層であ

り，断層関連褶曲として撓曲を出現させる東

傾斜の逆断層である．能代市中心部の直下を

通り，米代川より南ではほとんど伏在するが，

更新世段丘面上に複数の分岐断層と思われる

数条の撓曲・背斜・低断層崖を伴い短波長変

位を起こしながら「森岳」図幅へと連続する． 

●盤（いわお）断層（3.5km） 

逆向きの低断層崖として認められる西傾斜

の逆断層である．背斜状の高まりを伴うこと

などからみて，能代断層と対になるバックス

ラストの可能性ある． 

●小手萩断層（8.5km） 

平野中央部において，逆向き低断層崖・背

斜状の高まりを顕著に伴う西向きの逆断層で

ある．背斜状の高まりは地質学的には東雲背

斜と一致する．南端は従来よりも米代川右岸

の完新世河成段丘上にまで延び，撓曲や断層

崖として新期の変形が認められる． 

●久喜沢断層(2.5km)：新称 

平野内縁部畑谷Ⅰ面の旧汀線付近を撓曲変

形させる東傾斜の逆断層である．南半部は背

斜状の高まりとしての変位地形によって追跡

することができ，米代川右岸の河成段丘面を

変位させている． 

●鵜川断層（うち北部3km）：新称 

更新世段丘面状に撓曲を伴う西傾斜の逆断

層であり，「森岳」図幅へと連続する．構造

的には北部の小手萩断層と連続する可能性が

ある． 

●志戸橋（しどばし）断層（うち北部3km）：

新称 

平野内縁に撓曲を伴いながら延びる東向き

の逆断層である．上盤側にバックスラストと

理解される背斜および数列の逆向き低断層崖

を伴うことが特徴である． 

 

６．「森岳」図幅の特徴  

●能代断層（うち南部6km） 

「能代」図幅から南へ伏在断層として延び

てきた本断層は，断層上盤側に数列の複雑な

撓曲・逆向き断層崖・背斜をバックスラスト

の構造として成長させている．南端は八郎潟

湖岸の隆起海岸として完新世の活動を示唆し

ている． 

●鵜川断層（うち南部5.5km）：新称 

能代断層同様に，「能代」図幅から南へ延

び，撓曲・背斜を伴う西傾斜の逆断層である．

南端は更新世段丘面上であり，八郎潟湖岸の

完新世段丘には変位が認められない． 

●横長根断層（7.5km）：新称 

八郎潟東岸の更新世段丘面，一部完新世段

丘面を変位させる東傾斜の逆断層である．一

部背斜を伴う． 

●志戸橋（しどばし）断層（うち南部4.5km）：

新称 

「能代」図幅から南へ延び，平野内縁に沿

って撓曲を連続的に伴う東傾斜の逆断層であ

る． 

●鹿渡（かど）断層（9km）：新称 

八郎潟東岸の更新世段丘面，一部完新世段

丘面を変位させる東傾斜の逆断層である．一

列の連続的な背斜を伴うことが特徴である． 
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●中村断層（9.5km） 

八郎潟東岸の更新世段丘のなかで最も内縁

を通る東傾斜の逆断層である．鹿渡（かど）

断層同様に，上盤側一列の連続的な背斜とバ

ックスラストを伴うことが特徴である． 

●五城目断層（4km）：新称 

上記の断層から少し離れて出現するが，同

走向の東傾斜の逆断層である．完新世段丘面

を撓曲変形させている． 
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８．使用空中写真・地形図および作成委員会 

１）使用空中写真・地形図 

a．空中写真  
米軍 4 万：M1019，M1020，M1021，M1081，M1111 
米軍 1 万：R1401，R1478 
国土地理院 2 万：TO-67-3X，TO-84-1X 
国土地理院 1 万（カラー）：CTO-75-21，CTO-75-22 
 

b．地形図  
1/2.5 万地形図  
「弘前」：中浜，羽後焼山，羽後水沢，根城岱，能代，二ツ井，森岳，下岩川，鹿渡，小

又口  
「深浦」：岩館，羽後浜田，大潟  
「秋田」：五城目，湯ノ又  
「男鹿」：寒風山  

２）全国活断層帯情報整備検討委員会 

a．委員会の開催  
第 1 回委員会 平成 23 年  9 月 30 日（金）  日本地所第 7 ビル会議室  
第 2 回委員会 平成 23 年 12 月 16 日（金）  日本地所第 7 ビル会議室  
第 3 回委員会 平成 24 年  2 月 22 日（水）  日本地所第 7 ビル会議室  

b．「能代断層帯とその周辺」の作成委員（平成 23 年度）  

  c．国土地理院                                     
防災地理課長 鈴木 義宜  
課長補佐   内川 講二・倉田 一郎  
技術専門員  小野  康  
専門職    岩橋 純子  
係長     佐藤  忠・高橋 宣代  

 
連絡先 
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